
ERINA REPORT No. 105 2012 MAY

1

■オープニングセッション　北東アジアの新潮流
　２月７日（火）13：30～15：30　【スノーホール】
○歓迎あいさつ
　新潟県知事	 泉田裕彦
　新潟市長	 篠田昭
○来賓あいさつ
　経済産業省通商政策局北東アジア課長	 高木誠司
　外務省欧州局日露経済室長	 笠井達彦

○基調講演
　「東アジアの将来と環日本海経済構想の重要性」
　宮本アジア研究所代表、前駐中国特命全権大使	 宮本雄二
　「ロシアのアジア太平洋地域へのアプローチと極東の役割」
　ロシアAPEC研究センター APEC開催部長	 アレクサンドル・シュルブリン

■セッションＡ　発展する中国経済と北東アジア
　２月７日（火）15：45～17：45　【スノーホール】
○報告
　ERINA調査研究部研究員	 穆尭芋
　ERINA調査研究部主任研究員	 新井洋史
　ERINA調査研究部主任研究員	 Sh. エンクバヤル
　ERINA調査研究部研究員	 朱永浩
　ERINA調査研究部長	 三村光弘
○モデレーター
　ERINA調査研究部長	 三村光弘

■特別セッション　TPPと北東アジア
　２月７日（火）15：45～17：45　【中会議室201】
○パネリスト
　経済産業省通商政策局国際経済課長	 金子知裕
　慶應義塾大学総合政策学部教授	 渡邊頼純
　富山大学経済学部教授、ERINA共同研究員	 金奉吉
○コメンテーター
　一橋大学名誉教授	 池間誠
○モデレーター
　ERINA調査研究部主任研究員	 中島朋義

特集：2012北東アジア経済発展国際会議（NICE）イン新潟
プログラム

開催日　2012年２月７日（火）～８日（水）
会　場　朱鷺メッセ（新潟市中央区）
主　催　北東アジア経済発展国際会議実行委員会（新潟県、新潟市、ERINA）
後　援　�外務省、経済産業省、国土交通省、新潟大学、駐日中華人民共和国大使館、駐日モンゴル国大使館、駐日大韓民国

大使館、駐日ロシア連邦大使館、社団法人東北経済連合会、社団法人新潟県商工会議所連合会、新潟経済同友会、
日本海沿岸地帯振興連盟、財団法人にいがた産業創造機構、社団法人新潟青年会議所、日本貿易振興機構（ジェト
ロ）、新潟日報社、毎日新聞社、産経新聞社、朝日新聞社、日本経済新聞社新潟支局、読売新聞社新潟支局、共同
通信社、時事通信社、NHK新潟放送局、BSN新潟放送、NST、TeNYテレビ新潟、UX新潟テレビ21、NCV新潟セ
ンター、エフエムラジオ新潟、FM PORT 79.0、FM KENTO

参加者　のべ約370名
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■セッションＢ　日中経済関係
　２月８日（水）９：45～11：45　【スノーホール】
○報告
　駐日中国大使館経済商務担当公使	 呂克倹
　拓殖大学政経学部教授	 朱炎
　国際東アジア研究センター（ICSEAD）主任研究員	 戴二彪
　ERINA調査研究部研究員	 穆尭芋
○モデレーター
　ERINA企画・広報部長	 中村俊彦

■セッションＣ　物流・交通 〈KOTI共催〉
　２月８日（水）13：15～15：15　【スノーホール】
○基調報告
　韓国交通研究院（KOTI）北東アジア北朝鮮研究センター長	 アン・ビョンミン
○報告
　UNDP図們江イニシアチブ図們江事務局プログラムオフィサー	 ワルワーラ・クレチェトワ
　交通運輸部規劃研究院副総工程師	 馮雲
　ERINA調査研究部研究員	 朱永浩
○コメンテーター
　㈳日本港湾協会名誉会長、ERINA評議員	 栢原英郎
　極東海運研究所長	 ヤロスラフ・セメニヒン
○モデレーター
　KOTI北東アジア北朝鮮研究センター長	 アン・ビョンミン
　ERINA調査研究部主任研究員	 新井洋史

■総括セッション　これからの北東アジア経済協力と金融支援
　２月８日（水）15：30～17：30　【スノーホール】
○報告
　ERINA副所長	 杉本侃
　石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）希少金属備蓄部企画課担当審議役	 北良行
　モンゴル国外国投資貿易庁日本駐在代表	 松岡克武
　アジア開発銀行（ADB）東南アジア局地域協力事業調整部主席エコノミスト	 シン・ジン
○モデレーター
　ERINA副所長	 杉本侃

■クロージングリマーク
　２月８日（水）17：30～17：40　【スノーホール】
　北東アジア経済発展国際会議実行委員、ERINA代表理事	 西村可明

本特集は、「2012北東アジア経済発展国際会議イン新潟」の内容を当日の録音及び資料をもとにまとめたもので、文責
はERINAにある。関係各国名は中華人民共和国を中国、朝鮮民主主義人民共和国を北朝鮮、モンゴル国をモンゴル、
大韓民国を韓国、ロシア連邦をロシアとそれぞれ表記した。また、各人の発言における日本海／東海の呼称に関しては
録音をもとに表記した。なお、北朝鮮・韓国では「日本海／ Japan Sea」を「東海／ East Sea」と表記している。




